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質
問
の 

三
六
） 

答

弁

第

三

六

号 

   

衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
沖
繩
県
の
雇
用
及
び
失
業
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
四
第
三
六
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和
五
十
三
年
五
月
三
十
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保 

 

利 
 
 

茂 
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内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 
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一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
瀨
長
亀
次
郎
君
提
出
沖
繩
県
の
雇
用
及
び
失
業
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁 

書 

一
に
つ
い
て 

沖
繩
県
に
お
け
る
雇
用
失
業
情
勢
は
深
刻
な
状
況
に
あ
る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
、 

(1) 

産
業
の
振
興
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
よ
る
県
内
の
雇
用
機
会
の
不
足 

(2) 

本
土
復
帰
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
復
帰
失
業
者
及
び
米
軍
基
地
の
整
理
統
合
に
伴
う
関
係
離
職
者
の
発
生 

(3) 

県
外
就
職
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
が
多
い
こ
と 

等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

沖
繩
県
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く
産
業 



三
及
び
四
に
つ
い
て 

振
興
の
施
策
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
面
す
る
雇
用
失
業
情
勢
に

対
処
す
る
た
め
、
各
種
就
職
援
護
措
置
の
活
用
に
よ
り
広
域
職
業
紹
介
を
実
施
し
て
失
業
者
の
再
就
職
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
等
の
活
用
に
よ
り
民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
雇
用
機
会
の

拡
大
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
失
業
者
吸
収
率
制
度
の
積
極
的
活
用
に
よ
る
公
共
事
業
に
お
け

る
失
業
者
の
就
労
促
進
な
ど
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
こ
れ
ら
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
つ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
。 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
失
業
者
吸
収
率
制
度
に
つ
い
て
は
、
沖
繩
県
の
雇
用
失
業
情
勢
の
現

状
に
か
ん
が
み
、
そ
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
て
い
る
が
、
同
制
度
の
運
用
に
当
た
つ
て
は
、
事
業
の
は
握
が

こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
つ
た
こ
と
や
、
工
事
施
行
方
法
の
機
械
化
、
省
力
化
が
進
展
し
て
い
る
こ 

と
、
施
行
業
者
が
多
数
の
手
持
労
働
者
を
抱
え
て
い
る
こ
と
な
ど
失
業
者
の
吸
収
を
制
約
す
る
事
情
も
あ
つ
て 

四 

 



五
及
び
六
に
つ
い
て 

し
か
し
、
昭
和
五
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
公
共
事
業
の
大
幅
な
拡
充
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ

れ
ら
公
共
事
業
に
お
け
る
失
業
者
の
就
労
機
会
確
保
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
事
業
の
施
行
前
は
握
を
更
に
徹
底
す
る
な
ど
に
よ
り
、
制
度
の
活
用
に
で
き
る
だ
け
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
る
。 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
就
職
促
進
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
第
二
条
の
使
用
労
働
者
数

の
通
知
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
施
行
通
知
書
の
提
出
に
よ
つ
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
そ

の
提
出
の
励
行
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
公
共
事
業
の
発
注
機
関
と
職
業
安
定
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
公
共
事
業
の
施
行
状
況
の
早
期
は
握
等
に
よ
り
同
通
知
書
の
提
出
の
徹
底
を
図
つ
て
、

同
法
に
基
づ
く
失
業
者
吸
収
率
制
度
の
積
極
的
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

十
分
な
成
果
を
挙
げ
て
い
な
い
面
も
あ
つ
た
。 

五 

 



八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

公
共
事
業
を
含
む
沖
繩
振
興
開
発
事
業
は
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
本
土
と
の
格
差
是
正
と
沖
繩

の
自
立
的
発
展
の
基
礎
条
件
の
整
備
を
目
標
と
し
、
年
々
そ
の
拡
充
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
中

で
は
特
に
、
県
内
経
済
の
発
展
を
図
る
た
め
の
産
業
基
盤
整
備
の
ほ
か
、
医
療
施
設
、
文
教
施
設
、
道
路
等
の

県
民
の
生
活
基
盤
整
備
、
水
資
源
開
発
等
に
も
充
分
配
慮
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
沖

繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
現
下
の
雇
用
経
済
情
勢
を
も
考
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
重
点
的
拡
充
に
努
め
た

い
。 交

通
方
法
変
更
に
伴
う
道
路
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
県
内
企
業
発
注
に
努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
発
注
、
工

事
促
進
を
も
図
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
二
年
度
発
注
の
交
通
方
法
変
更
関
係
道
路
事
業

に
お
い
て
は
、
国
直
轄
、
補
助
事
業
と
も
、
す
べ
て
県
内
企
業
（
共
同
請
負
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
へ
発
注
さ 

六 

 



九
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
二
年
度
上
半
期
の
沖
繩
に
お
け
る
国
直
轄
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
件
数
に
し
て
全
体
の
約
七
十

パ
ー
セ
ン
ト
（
県
外
企
業
と
の
共
同
請
負
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
含
む
。
）
が
県
内
企
業
に
発
注
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
発
注
に
当
た
つ
て
は
、
施
工
上
要
す
る
高
度
な
技
術
、
特
殊
な
機
器
等
を
有
す
る
企
業
又
は
工
事
の

規
模
に
対
応
す
る
指
名
基
準
に
適
格
す
る
企
業
が
県
内
に
な
い
場
合
等
の
困
難
な
場
合
も
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
県
内
企
業
の
発
注
機
会
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
発
注
標
準
を
遵
守
し
、
契
約
予

定
金
額
に
対
応
す
る
等
級
よ
り
上
位
の
建
設
業
者
の
選
定
を
極
力
避
け
る
と
と
も
に
、
分
割
発
注
、
共
同
請
負

制
度
の
活
用
等
に
よ
り
県
内
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
に
一
層
の
努
力
を
し
、
県
内
建
設
業
者
の
育
成
・
指
導

に
も
努
め
た
い
。 

れ
て
い
る
。 

七 

 



十
一
に
つ
い
て 

2 

特
に
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
、
事
業
費
の
大
幅
な
増
加
が
図
ら
れ
た 

1 

沖
繩
県
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
く

産
業
振
興
の
施
策
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
面
の
対
策
と
し
て

県
外
へ
の
広
域
職
業
紹
介
の
推
進
等
と
相
ま
つ
て
民
間
の
活
力
を
生
か
し
た
雇
用
機
会
の
拡
大
や
公
共
事
業

へ
の
失
業
者
の
就
労
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

沖
繩
県
下
に
お
け
る
公
共
事
業
等
の
発
注
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
分
割
発
注
、
共
同
請
負
制
度
の
活
用
等

に
よ
り
可
能
な
限
り
中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
確
保
を
図
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
国
直
轄
事
業
の
中
小
企
業
へ

の
発
注
率
（
件
数
に
よ
る
）
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
五
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
十
年
度
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
五

十
一
年
度
八
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
年
々
向
上
し
て
い
る
。
今
後
も
、
更
に
き
め
細
か
い
配
慮
を
行
い
、
中
小
企

業
の
受
注
機
会
の
確
保
に
努
め
た
い
。 

八 

 



十
二
に
つ
い
て 

1 

沖
繩
県
の
深
刻
な
雇
用
失
業
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
産
業
の
振
興
に
よ
る
県
内
に
お

け
る
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
雇
用
対
策
の
面
に
お
い
て
は
、 

3 

今
後
と
も
こ
れ
ら
対
策
の
一
層
の
推
進
に
よ
り
現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。 

(4) 

沖
繩
県
に
お
け
る
産
業
の
振
興
等
の
施
策
と
相
ま
つ
て
各
種
就
職
援
護
措
置
の
活
用
等
に
よ
り
地
元
雇 

(3) 

失
業
者
吸
収
率
制
度
を
活
用
し
て
公
共
事
業
へ
の
就
労
の
促
進
を
図
る
こ
と
。 

(2) 

失
業
者
に
対
す
る
職
業
指
導
、
職
業
紹
介
及
び
職
業
訓
練
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

(1) 

沖
繩
県
の
失
業
者
の
特
性
を
十
分
考
慮
し
て
本
土
へ
の
広
域
職
業
紹
介
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
。 

と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
失
業
者
吸
収

率
制
度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
拡
大
実
施
さ
れ
る
公
共
事
業
に
お
け
る
就
労
機
会
の

確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

九 

 



十
三
に
つ
い
て 

1 

沖
繩
県
に
お
け
る
中
高
年
齢
労
働
者
の
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
等
に
基

づ
き
、 

2 

こ
の
よ
う
な
民
間
に
お
け
る
雇
用
の
場
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
状
に
お
い
て
は
、
ま
だ
努
力
の
余
地
は

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
、
今
後
こ
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
更
に
努
力
を
重
ね
る
こ
と
と

し
て
い
る
。 

(1) 

就
職
促
進
手
当
の
支
給
と
積
極
的
な
職
業
紹
介
、
職
業
訓
練
の
実
施 

等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
民
間
に
お
け
る
雇
用
の
場
を
最
大
限
に
活
用
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
「
沖
繩
県
の
労
働
者
の
職
業
の
安
定
の
た
め
の
計
画
」
は
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。 用

機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と
。 

一
〇 

 



3 

中
高
年
齢
者
等
を
対
象
と
す
る
こ
れ
ら
の
訓
練
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
本
土
復
帰
時
の
昭
和
四
十
七
年
度

に
お
い
て
は
、
十
一
科
四
百
四
十
八
人
の
訓
練
規
模
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、
施
設
の
拡
充
整
備
と
相
ま
つ

て
訓
練
定
員
の
拡
大
を
図
り
、
昭
和
五
十
三
年
度
に
お
い
て
は
、
施
設
内
二
十
三
科
六
百
十
四
人
、
施
設
外

十
二
科
三
百
五
十
人
、
計
三
十
五
科
九
百
六
十
四
人
の
訓
練
規
模
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

2 

職
業
訓
練
に
つ
い
て
は
、
沖
繩
県
に
お
い
て
は
、
県
立
、
雇
用
促
進
事
業
団
立
合
わ
せ
て
四
校
の
公
共
事

業
訓
練
施
設
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
職
業
訓
練
校
に
お
い
て
中
高
年
齢
の
失
業
者
な
ど
職
業
転
換
を
必
要
と
す

る
人
を
対
象
と
す
る
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
、
委
託
訓
練
、
速
成
訓
練
等
を
拡
大
し
、
労
働
市
場
の
実
情
に

対
応
し
た
職
業
訓
練
の
積
極
的
実
施
を
図
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(3) 
公
共
事
業
へ
の
失
業
者
の
吸
収 

(2) 

各
種
就
職
援
護
措
置
の
実
施 

等
の
施
策
の
実
施
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
一 

 



十
四
に
つ
い
て 

1 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
四
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
沖
繩
に
つ
い
て
は
、
中
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の

促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
中
高
年
雇
用
促
進
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
の
規

定
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
次
の
と
お
り
沖
繩
に
つ
い
て
は
、
措
置
の
対
象

を
中
高
年
齢
者
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
広
く
沖
繩
県
内
の
失
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。 

4 
今
後
に
お
い
て
も
、
施
設
・
設
備
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
沖
繩
県
の
産
業
の
振
興
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
訓
練
科
目
の
設
定
に
も
配
慮
す
る
一
方
、
な
お
深
刻
な
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
、
委
託
訓 

練
、
速
成
訓
練
等
の
活
用
を
図
る
な
ど
に
よ
り
、
沖
繩
県
の
実
情
に
即
し
た
職
業
訓
練
の
円
滑
な
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。 

(1) 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
で
は
、
中
高
年
雇
用
促
進
法
第
二
十
一
条
の
よ
う
に
対
象
を 

一
二 

 



十
五
に
つ
い
て 

1 

沖
繩
県
の
深
刻
な
雇
用
失
業
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的
に
は
産
業
の
振
興
に
よ
る
県
内
に
お 

2 

今
後
と
も
、
沖
繩
県
に
お
い
て
は
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
よ
る
諸
施
策
等
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
、
取
り
分
け
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
下
に
公
共
事
業
の
拡
大
と
失
業
者
吸
収
率
制
度
の

積
極
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
中
高
年
齢
者
雇
用
開
発
給
付
金
等
の
援
護
措
置
を
積
極
的
に
活
用
し 

て
、
そ
の
就
業
機
会
の
確
保
に
努
力
し
た
い
。 

(2) 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
九
条
で
は
、
中
高
年
雇
用
促
進
法
第
二
十
二
条
の
よ
う
に
中
高
年

齢
失
業
者
に
限
定
し
た
失
業
者
吸
収
率
で
は
な
く
広
く
沖
繩
の
失
業
者
全
般
に
つ
い
て
失
業
者
吸
収
率
を

定
め
て
い
る
こ
と
。 

中
高
年
齢
失
業
者
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
広
く
沖
繩
の
労
働
者
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
職
業
の
安
定
の
た

め
の
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。 

一
三 

 



十
六
に
つ
い
て 

2 

ま
た
、
県
外
就
職
者
の
定
着
に
つ
い
て
は
、
十
分
で
は
な
く
、
こ
の
原
因
と
し
て
、
①
就
職
前
に
お
け
る

職
業
に
対
す
る
知
識
経
験
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
②
本
土
と
の
生
活
習
慣
の
違
い
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
る
こ

と
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
沖
繩
県
に
お
け
る
失
業
情
勢
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
若
年
失
業
者
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
こ

れ
ら
若
年
失
業
者
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
広
域
職
業
紹
介
に
よ
る
本
土
就
職
の
積
極
的
な
推
進
に
努
め
る

こ
と
と
し
た
い
。 

け
る
雇
用
の
場
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
各
省
庁
が
一

体
と
な
つ
て
そ
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
今
後
、
県
外
就
職
者
に
対
し
、
就
職
前
に
お
け
る
職
業
情
報
の
提
供
、
就
職
指
導
の
徹
底
、

就
職
後
に
お
け
る
職
場
定
着
指
導
の
強
化
等
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
い
。 

一
四 

 



十
七
に
つ
い
て 

沖
繩
県
の
失
業
情
勢
の
特
徴
と
し
て
は
、
基
地
労
務
者
の
減
少
並
び
に
本
土
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
及
び
就
職

経
験
の
な
い
学
卒
者
を
含
め
若
年
層
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
は
、
県
内
の
産

業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
失
業
者
に
つ
い
て
は
広
域
職
業
紹
介
に
よ

る
県
外
就
職
を
促
進
し
て
お
り
、
一
方
、
公
共
事
業
の
拡
大
に
よ
る
失
業
者
の
吸
収
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
道
路
、
港
湾
等
の
産
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
に
つ
い
て
は
優
良
農
地
の
確 

保
、
農
業
経
営
の
近
代
化
等
を
推
進
し
、
漁
業
に
つ
い
て
は
生
産
基
盤
の
整
備
、
経
営
の
近
代
化
、
流
通
機
構 

沖
繩
の
自
立
的
発
展
と
県
民
所
得
の
向
上
及
び
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
に
は
、
第
一
次
産
業
か
ら
第

三
次
産
業
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
振
興
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
お
い
て
も
、
積
極

的
に
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

一
五 

 



十
九
に
つ
い
て 

十
八
に
つ
い
て 

の
整
備
、
資
源
培
養
型
漁
業
の
開
発
等
を
推
進
し
、
伝
統
工
芸
を
は
じ
め
と
す
る
工
業
に
つ
い
て
は
経
営
の
近

代
化
を
図
る
た
め
沖
繩
振
興
開
発
金
融
公
庫
か
ら
の
投
融
資
、
優
遇
税
制
措
置
、
共
同
利
用
施
設
の
助
成
等
を

行
い
、
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
基
盤
整
備
等
を
推
進

し
て
お
り
、
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

沖
繩
県
に
鉄
道
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
お
い
て
も
、
交
通
体
系
の

整
備
に
当
た
つ
て
は
、
各
種
輸
送
機
関
の
特
性
を
生
か
し
た
合
理
的
な
機
能
分
担
の
下
に
、
計
画
的
、
一
体
的

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
旨
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
輸
送
需
要
そ
の
他
の
陸
上
交
通
の
現
状

及
び
今
後
の
見
通
し
等
を
十
分
踏
ま
え
、
経
営
主
体
の
問
題
を
も
含
め
、
引
き
続
き
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
六 

 



 

一
七 

現
在
、
沖
繩
に
お
い
て
は
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
及
び
沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
積
極
的
に

沖
繩
振
興
開
発
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




